
１．学術誌等での発表
①細馬康二＊・村山達朗：改良小型かけまわし底びき網漁船と操業の改善について．海洋水

産エンジニアリング、３５、１１-２０（２００４）．

②清川智之・佐々木　正：オニオコゼ仔稚魚飼育における大量斃死軽減のための２,３の試

み．栽培漁業技術開発研究、３２,５-１３（２００５）．

③石飛　裕＊・平塚純一＊・桑原弘道＊・山室真澄＊・中村由行＊・森脇晋平：宍道湖における

コノシロの成長・成熟と大量斃死．水産海洋研究、６９、３７-４４（２００５）．

（＊：当場職員以外の共著者）

２．当場が刊行した調査研究報告書
島根県水産試験場研究報告　第１２号（平成１７年３月）

・島根県浜田沖に沈設された高層魚礁に蝟集する魚類の経年変動……森脇晋平・為石起司・

若林英人・松本洋典・田中伸和・齋藤寛之

・底曳き網漁獲物の鮮度保持の実態………………………………………………………石原成嗣

・インジェクション法を利用した魚肉への凍結耐性付与技術の開発……開内　洋・井岡　久

・大田市柳瀬海域におけるサザエの大量斃死現象と原因の検討…………内田　浩・由木雄一

・島根沿岸の流れ藻に付随する魚類の出現特性……森脇晋平・為石起司・齋藤寛之・

古江幸治・若林英人

・ばいかご漁業における選択漁具の開発……………………………………為石起司・村山達朗

・小型底びき網漁業１種における漁具軽量化試験………………………………………若林英人

・漁獲管理情報処理システムの開発……村山達朗・若林英人・安木　茂・沖野　晃・

伊藤　薫＊・林　博文＊

・島根県敬川沖における魚類の出現特性（蠢）…………………………………………松本洋典

（＊：当県職員以外の共著者）

３．他機関と共同で刊行した調査研究報告書
①開内　洋・井岡　久：先端技術利用による近海水産資源の高品質安全食品加工技術の開発

に関する総括報告書．平成１４～１５年度．先端技術等地域実用化研究促進事業（平成１６

年７月）．

②清川智之・開内　洋・石原成嗣：釣獲したメダイの高品質化に向けての取り組み．水産物

の利用に関する共同研究第４５集．第５２回日本海水産物利用担当者会議（平成１７年３月）．

③石原成嗣・井岡　久・清川智之：殺菌冷海水装置の効果について．水産物の利用に関する

共同研究第４５集．第５２回日本海水産物利用担当者会議（平成１７年３月）．

④道根淳：平成１６年度資源増大技術開発事業報告書（地域型中・底層種グループ（魚類Ｂ））

（平成１７年）．

⑤村山達朗・北沢博夫＊：日本海におけるヤリイカの成長と成熟．平成１５年度イカ類資源研

究会議報告（平成１６年１２月）．

（＊：当場職員以外の共著者）

蠡 既刊研究業績および刊行物
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４．その他刊行物
①平成１５年度島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果．島根県（平成１６年６月）

②島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果．島根県（平成１６年度各四半期）

③島根原子力発電所温排水影響調査研究報告書．島根県水産試験場鹿島浅海分場（No.２４）

（平成１６年３月）

④平成１６年度トビウオ通信

・４月号「平成１６年度上半期浮魚中長期漁況予報」

・５月号「メダイのブランド化（高品質化）の重要性」

・６月号「平成１５年漁期の底びき網漁業の動向」

・７月号「アカアマダイの中間育成と種苗放流」

・８月号「殺菌冷海水による漁獲物の品質向上について」

・９月号「平成１６年夏の漁況を振り返って」

・１０月号「エチゼンクラゲ特集号」

・１１月号「平成１６年度下半期浮魚中長期漁況予報」

・１２月号「平成１６年度冬季スルメイカ１月号「平成１６年漁期前半の底びき網漁業の動

向」

・２月号「平成１６年まき網漁業の動向」

・３月号「平成１６年の島根県漁業の動向」

⑤「とびっくす」

・No.１「とびっくす」の発行について, ハタ類の外部寄生虫

・No.２特集：海からの珍客

⑥水産試験場だより（第２４号）
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